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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 49,816 ― 18,162 ― 19,243 ― 10,885 ―

20年3月期第2四半期 66,772 55.6 36,859 106.1 38,868 105.4 22,677 109.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 55.73 ―

20年3月期第2四半期 116.06 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 117,752 99,860 84.8 510.96
20年3月期 120,360 94,878 78.8 485.33

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  99,804百万円 20年3月期  94,809百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 24.00 ― 26.00 50.00
21年3月期 ― 11.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 11.00 22.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 75,426 △35.2 23,173 △55.7 24,615 △56.3 14,599 △55.5 74.74

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、5ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご参照下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の予想につきましては、現状で判断しうる一定の前提、仮定に基づいております。今後発生する状況の変化によっては異なる業績結果となることも予想されますのでご了承下さ
い。 
 なお、上記業績予想に関する事項は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】3.連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 
 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年3月14日 企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の
適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年3月14日 企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表
を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  195,770,713株 20年3月期  195,770,713株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  441,724株 20年3月期  418,374株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  195,342,654株 20年3月期第2四半期  195,390,925株
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【定性的情報・財務諸表等】 

1.連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、期初からの景気の停滞傾向の中、同期間末

には米国のサブプライムローン問題が深刻化し、世界的な金融不安の影響を受け、景気が

更なる減速となりました。 

このような状況のもと、当社グループの売上、収益の大半を占めるニッケル事業の主需

要先であるステンレス鋼業界は、中国のステンレス鋼需要の減速、国内の建築基準法改正

等による住宅着工の低迷等により大幅な減産体制となりました。 

その中で当社のフェロニッケル販売数量は、国内向けが大幅な減少となりましたが、輸

出向けは増加させることができ、前年同期比 9.0%の増加となりました。 

一方、フェロニッケル製品の価格形成の指標となる当社適用 LME ニッケル価格は、前年

同期比 21.5%の大幅下降となりました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は 49,816 百万円となり、前年同期

比 25.4%の大幅減収、連結営業利益は 18,162 百万円と前年同期比 50.7%の減益、連結経常

利益は 19,243 百万円と前年同期比 50.5%の減益、連結四半期純利益は 10,885 百万円と前

年同期比 52.0%の減益と夫々大幅減益となりました。 

 

事業別のセグメントの業績は、次のとおりであります。 

①ニッケル事業 

ニッケル事業部門の主需要先であるステンレス鋼業界においては、中国のステンレス

鋼需要の減速、国内の建築基準法改正等による住宅着工の低迷等により大幅な減産体制

となりました。 

その中で、当社の販売数量は、国内向けが大幅な減少となりましたが、輸出向けは増

加させることができ、前年同期に比べ 9.0%増加し、16,546 トンとなりました。    

一方、フェロニッケル製品の価格形成の指標となる当社適用 LME ニッケル価格は、前

年同期に比べ 21.5%の大幅下降となり、ポンド当たり 12.96 ドルとなりました。 

その結果、当部門の売上高は 49,127 百万円となり前年同期比 25.1%の減収、営業利益

は 18,302 百万円となり前年同期比 50.6%の大幅減益となりました。  

 

②その他の事業 

その他の事業部門につきましては、株式会社大平洋エネルギーセンターの電力卸事業

において原料である重油価格の高騰等により電力卸供給量調整のため売上高及び営業

利益が前年同期より減少、株式会社大平洋ガスセンター及び廃棄物リサイクル事業等の

不振により損失となりました。 

その結果、当部門の売上高は775百万円となり、前年同期比40.0%の大幅減収、営業損

失は150百万円となりました。 

 

なお、前年同期比に関する情報は参考として記載しております。  
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2.連結財政状態に関する定性的情報 

(1) 資産、負債、純資産の状況 

①資産の部 

資産合計は、前連結会計年度末に比べ 2,608 百万円減少し、117,752 百万円となりま

した。 

当第２四半期連結会計期間末においては、前連結会計年度中に実施したフェロニッ

ケル製品製造ライン一系列についての大規模な設備更新投資等に伴う設備投資代金決

済及び法人税、住民税及び事業税の支払いにより現金及び預金が減少したこと等によ

り、流動資産が前連結会計年度末に比べ 6,634 百万円の減少となりました。 

また、随時実施している設備更新投資による有形固定資産の増加等により、固定資産

が前連結会計年度末に比べ 4,026 百万円の増加となりました。 

 

②負債の部 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ 7,590 百万円減少し、17,892 百万円となりま

した。 

当第２四半期連結会計期間末においては、前連結会計年度中に実施したフェロニッ

ケル製品製造ライン一系列についての大規模な設備更新投資等に伴う設備投資代金決

済による流動負債その他に含まれる未払金の減少、法人税、住民税及び事業税の支払

いに伴う未払法人税等の減少等により、流動負債が前連結会計年度末に比べ 7,550 百

万円の減少となりました。 

また、長期借入金の返済等により固定負債は前連結会計年度末と比べ 39 百万円の減

少となりました。 

 

③純資産の部 

純資産合計は、当第２四半期連結会計期間末においては、連結四半期純利益 10,885

百万円及び配当金 5,079 百万円等を加減算し、前連結会計年度末と比べ 4,981 百万円

増加し、99,860 百万円となりました。 

 

(2) キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、主な増

加要因である税金等調整前四半期純利益 17,646 百万円等に、主な減少要因である法人

税等の支払額10,819百万円等をそれぞれ加減算し、4,896百万円の収入となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、主な減少要因である有形固定資産の取得に

よる支出 6,889 百万円等に、主な増加要因である定期預金の払戻による収入 10,000 百

万円等をそれぞれ加減算し、95 百万円の収入となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出に配当金の支

払額等を加え、6,046 百万円の支出となりました。 

以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は、20,712 百万円となりました。 
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3.連結業績予想に関する定性的情報 

当社グループの主力製品であるフェロニッケルの主需要先であるステンレス鋼業界の

減産により当社のフェロニッケル販売数量の低迷が見込まれること、また、フェロニッケ

ル製品の価格形成の指標となるＬＭＥニッケル価格が第 2 四半期以降下げ傾向に推移し

ていることにより、販売価格の下降が見込まれることから、平成 20 年 10 月 24 日付｢業績

予想の修正に関するお知らせ｣において、以下のとおり、通期の連結業績予想を修正いた

しました。また、前提条件につきましても見直しております。 

なお、配当予想につきましても、平成 20 年 10 月 24 日付｢剰余金の配当及び配当予想の

修正に関するお知らせ｣において、1 株当たり中間配当を 11 円（決定）、期末配当予想 11

円、年間で 22 円に修正いたしました。 

 

《参 考》 

【業績予想の修正】（平成 20 年 10 月 24 日発表） 

(通期業績予想の修正) 

(前提条件の修正) 

【配当予想の修正】（平成 20 年 10 月 24 日発表） 

 1 株当たり配当金 

基  準  日 中間期末 期  末 年  間 

前  回  予  想 

(平成 20 年 8月 7日発表) 15 円 00 銭 15 円 00 銭 30 円 00 銭

今 回 修 正 予 想 
11 円 00 銭 22 円 00 銭

当  期  実  績 
11 円 00 銭

（ 決 定 ） 

前  期  実  績 

（平成 20 年 3月期） 24 円 00 銭 26 円 00 銭 50 円 00 銭

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭前回発表予想 (A) 

(平成 20 年 8月 7日発表) 96,024 29,216 31,652 19,475 99.69

今回修正予想 (B) 
75,426 23,173 24,615 14,599 74.74

増  減  額 (B-A) 
△ 20,598 △ 6,043 △ 7,037 △ 4,876 -

増 減 率 (％) 
△ 21.5 △ 20.7 △ 22.2 △ 25.0 -

（参考）前期実績 

 (平成 20 年 3月期) 116,419 52,250 56,314 32,803 167.90

販売数量(T/Y) 適用 LME ﾆｯｹﾙ価格($/Ib) 適用為替(\/$) 
  

上期 下期 通期 上期 下期 通期 上期 下期 通期 

前回発表予想 

(平成 20年 8月 7日) 16,627  19,900  36,527 12.79 10.15 11.35 105.01  100.66  102.70 

今回発表予想 
16,546  10,735  27,281 12.96 9.51 11.60 105.96  105.66  105.84 
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4.その他  

(1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続き、表示方法等の変更 

①当連結会計年度より｢四半期財務諸表に関する会計基準｣（企業会計基準委員会 平

成19年３月14日 企業会計基準第12号）及び｢四半期財務諸表に関する会計基準の適

用指針｣（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基準適用指針第14号）

を適用しております。また、｢四半期連結財務諸表規則｣に従い四半期連結財務諸表を

作成しております。 

 

②棚卸資産の評価に関する会計基準の適用  

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 

企業会計基準第９号）を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、

原価法から原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）に変更しております。 

これに伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上

総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が170百万円それぞれ減

少しております。 

なお、セグメントに与える影響は、当該個所に記載しております。 

 

③リース取引に関する会計基準の適用 

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成５年６月17日 最終

改正平成19年３月30日 企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準委員会 平成６年１月18日 最終改正平成19年３月30日 

企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期連結会計期間から早期に適用し、所有権

移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた

会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産とし

て計上しております。 

また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼ

ロとして算定する方法によっております。 

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しており

ます。 

これに伴う当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益に与える影響は軽微であります。 
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5.四半期連結財務諸表 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円） 

    当第２四半期連結会計期間末

(平成 20 年９月 30 日) 

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成 20 年３月 31 日) 

資産の部   

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

流動資産   

現金及び預金 25,714 36,772

受取手形及び売掛金 15,708 13,079

有価証券 1,998 －

商品 2,066 2,141

製品 3,173 3,558

原材料 3,684 3,893

仕掛品 524 440

貯蔵品 917 904

繰延税金資産 977 1,286

その他 1,025 350

貸倒引当金 △6 △5

流動資産合計 55,786 62,421

 固定資産   

  

  

  

  

有形固定資産   

 機械装置及び運搬具（純額） 17,483 19,323

 その他（純額） 27,104 22,814

 有形固定資産合計  44,588  42,138

  無形固定資産   

  

  

  

 のれん 110 122

 その他 39 37

 無形固定資産合計 149 160

  投資その他の資産   

  

  

  

 その他 17,718 16,131

 貸倒引当金 △491 △490

 投資その他の資産合計 17,227 15,641

  固定資産合計 61,965 57,939

 資産合計 117,752 120,360

負債の部   

 

  

  

  

  

  

  

  

  

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,526 2,342

短期借入金 1,093 1,940

未払法人税等 6,999 10,775

未払費用 1,262 1,420

賞与引当金 501 597

災害損失引当金 576 602

その他 2,627 4,462

流動負債合計 14,588 22,139
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（単位：百万円） 

   当第２四半期連結会計期間末

(平成 20 年９月 30 日) 

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成 20 年３月 31 日) 

 固定負債   

  

  

  

  

  

長期借入金 1,181 1,315

退職給付引当金 142 49

再評価に係る繰延税金負債 1,802 1,803

その他 176 174

固定負債合計 3,303 3,342

 負債合計 17,892 25,482

純資産の部   

 

  

  

  

  

  

株主資本   

資本金 13,922 13,922

資本剰余金 3,483 3,483

利益剰余金 82,024 76,642

自己株式 △331 △313

株主資本合計 99,098 93,734

 評価・換算差額等   

  

  

  

  

  

その他有価証券評価差額金 351 482

繰延ヘッジ損益 51 0

土地再評価差額金 843 419

為替換算調整勘定 △540 172

評価・換算差額等合計 706 1,075

 少数株主持分 55 69

 純資産合計 99,860 94,878

負債純資産合計 117,752 120,360
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(2)【四半期連結損益計算書】 

【第２四半期連結累計期間】 

                                   （単位：百万円） 

  

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成 20 年４月 １日 

  至 平成 20 年９月 30 日) 

売上高 49,816

売上原価 29,774

売上総利益 20,041

販売費及び一般管理費  

 販売費 1,039

 一般管理費 839

 販売費及び一般管理費合計 1,879

営業利益 18,162

営業外収益  

 受取利息 63

 受取配当金 42

 不動産賃貸料 60

 持分法による投資利益 1,810

 その他 78

 営業外収益合計 2,054

営業外費用  

 支払利息 32

 為替差損 385

 設備維持費用 199

 探鉱費 215

 その他 140

 営業外費用合計 973

経常利益 19,243

特別利益  

 固定資産売却益  1

 特別利益合計 1

特別損失  

 固定資産除却損  256

 減損損失  1,299

 持分変動損失 39

 その他 4

 特別損失合計 1,599

税金等調整前四半期純利益 17,646

法人税、住民税及び事業税 7,055

法人税等調整額 △281

法人税等合計 6,774

少数株主損失（△） △13

四半期純利益 10,885
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円） 

  

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成 20 年４月 １日 

 至 平成 20 年９月 30 日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前四半期純利益 17,646

 減価償却費 1,619

 減損損失 1,299

 のれん償却額 12

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 0

 受取利息及び受取配当金 △106

 持分法による投資損益（△は益） △1,810

 支払利息 32

 有形固定資産除却損 256

 売上債権の増減額（△は増加） △2,629

 たな卸資産の増減額（△は増加） 571

 仕入債務の増減額（△は減少） △815

 未払消費税等の増減額（△は減少） △320

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 93

 災害損失引当金の増減額（△は減少） △25

 その他 △878

 小計 14,944

 利息及び配当金の受取額 804

 利息の支払額 △32

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △10,819

 営業活動によるキャッシュ・フロー 4,896

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 有形固定資産の取得による支出 △6,889

 有形固定資産の売却による収入 2

 投資有価証券の取得による支出 △0

 無形固定資産の取得による支出 △5

 定期預金の預入による支出 △3,000

 定期預金の払戻による収入 10,000

 長期貸付金の回収による収入 4

 その他 △16

 投資活動によるキャッシュ・フロー 95
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（単位：百万円） 

  

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成 20 年４月 １日 

 至 平成 20 年９月 30 日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 長期借入金の返済による支出 △964

 配当金の支払額 △5,095

 その他 14

 財務活動によるキャッシュ・フロー △6,046

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,059

現金及び現金同等物の期首残高 21,772

現金及び現金同等物の四半期末残高 20,712

   

10

大平洋金属株式会社(5541)　平成21年3月期第2四半期決算短信



当連結会計年度より｢四半期財務諸表に関する会計基準｣（企業会計基準委員会 平成 19

年３月 14 日 企業会計基準第 12 号）及び｢四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針｣

（企業会計基準委員会 平成 19 年３月 14 日 企業会計基準適用指針第 14 号）を適用し

ております。また、｢四半期連結財務諸表規則｣に従い四半期連結財務諸表を作成しており

ます。 

 

(4)継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5)セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第２四半期連結累計期間(自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年９月 30 日) 
 

 
ニッケル事業
(百万円) 

その他の事業
(百万円) 

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高  
 (1)外部顧客に 
   対する売上高 

49,127 689 49,816 ― 49,816

 (2)セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

0 86 86 (86) ―

計 49,127 775 49,902 (86) 49,816

営業利益(又は営業損失) 18,302 △150 18,151 10 18,162

(注) １ 事業区分の方法 

事業の種類別セグメントは、ニッケル事業及びその他の事業としております。 

なお、不動産事業、ガス事業、電力卸供給事業、廃棄物リサイクル事業及びその

他の事業については、「その他の事業」に一括して表示しております。 

事業区分及び表示方法の決定は、それぞれ事業領域の特性を的確かつ簡潔に表現

することを基本方針としております。 

２ 各事業区分に属する主要な製品の名称等 

事業区分 主要製品等 

ニッケル事業 フェロニッケル、スラグ製品 

その他の事業 不動産、ガス類、電力の卸供給、廃棄物リサイクル事業 

３ 【定性的情報・財務諸表等】4.その他(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処

理の原則・手続き、表示方法等の変更②棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から、評価基準については、原価法か

ら原価法（収益性低下による簿価切り下げの方法）に変更しております。 

これに伴い、従来の方法に比べ、ニッケル事業の営業利益が 83 百万円減少し、

その他の事業の営業損失が 87 百万円増加しております。 
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【所在地別セグメント情報】 

当第２四半期連結累計期間(自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年９月 30 日) 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が 90％超であるため、所在地別セグ

メント情報の記載を省略しております。 

 

【海外売上高】 

当第２四半期連結累計期間(自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年９月 30 日) 
 

 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高(百万円) 29,373 29,373

Ⅱ 連結売上高(百万円) ─ 49,816

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 59.0 59.0

(注) １ 地域は、地理的近接度により区分しております。 

２ 区分に属する地域の内訳 

アジア：韓国、台湾、中国、インド 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高

であります。 

  

(6)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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6.その他の情報 

生産、受注及び販売の状況 

(1) 生産実績 

当第２四半期連結累計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示す

と、次のとおりであります。 

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円) 

ニッケル事業 47,771 

その他の事業 836 

合計 48,608 

(注) １ 金額は、販売価格により算出したものであります。 

２ セグメント間の内部取引は、各セグメントに含めて表示しております。 

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

(2) 販売実績 

当第２四半期連結累計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示す

と、次のとおりであります。 

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円) 

ニッケル事業 49,127 

その他の事業 775 

合計 49,902 

(注) １ セグメント間の内部取引は、各セグメントに含めて表示しております。 

２ 主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は次のとおりであります。 

当第２四半期連結累計期間 
相手先 

販売高(百万円) 割合(％) 

三菱商事株式会社 37,908 76.0

ラサ商事株式会社 9,796 19.6

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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